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7.イジングモデルのモンテカルロ法専用計算機

西 川 滴

現在の電子計算横の性能はほんの何年か前では想像もつかなかった程向上して

おり様々な方面で活躍しています｡物理学の分野においてもその役割は益々増大

していますか､性能の良いものはそれなりに高価であり､執念ながら何時でも何

処でも幾らでも好きなだけ使えろ､と言ったような状況では為りません｡使用料

を払って陳うにしてもその料金は決して安 くはなく､誰でもその人の望むだけ使

えろ状態ではないのです｡

そこで自分 1人で興味のあることを好きなだけ､なるべく費用がかからないで､

かつ､その性能が見劣りしない様な具体策は自分専用の計算機を作ってしまうの

が良策かと思います｡これによって色々な題材を扱える汎用性は失われますが､

時間の許す摂り何時でも使えろこと等､ ｢使い勝手｣の良きはそれ以上のものだ

と思います｡それも控えは使うほど元がとれるわけです｡

今回は馴 生体のモデルのひとつであるイジングモデルをモンテカルロ法で扱う
為の専用計算機を製作しました｡このシステムでは1秒間に約200万悟のスピ

ンを処理することが可能で､これは汎用計算機の処理速度と比べても遜色なく､

スーパーコンピューターと比べても1/10から1/100ぐらいのものです｡

またに2次元の系ならはこの速度で系の状態をCRTにリアルタイムに表示しな

がら計算を進めろことができます｡システ与の全ての製作費は同じことをスパコ

ンでシミュレーションした場合にかかる費用より安 く､使えば使う程その計算真

岡は安 くなる勘定になります｡

ハードウェアの製作に時間を取られてしまい､興味深かった磁場に対すろ系の

反応や3次元モデル のシミュレーションにまで手が回らなかったのが非常:I.%念

ですが､256×256の正方格子でのシミュレ-シ亨ン結果について相告した
いと思います｡
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